
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加飾技術研究会のビジョン 
（会長 前田秀一） 

だいぶ以前より，「肉食系」「草食系」という言葉を耳にしま

す．例えば，大学の教員間では「最近の学生は草食系ばかりだ

けと，その保護者と面談したら肉食系だった．」という会話が

聞こえたりします．本加飾技術研究会について言えば，会長

の私を除き，メンバーのほとんどが肉食系ではないかと思わ

れます．講演会，見学会など開催すると，みなさん（よい意味

で）がつがつと質問し，遠慮なく意見します．波風を立てるこ

とを恐れずに突き進む姿は，頼もしい限りです． 

 ただ，誤解のないように付け加えると，みなさん大変に思

いやりのある肉食系です．懇親会の際など，現メンバーだけ

でかたまることはなく，必ず新メンバーの入るスペースをあ

けて待っています．その雰囲気のせいか本研究会における講

演会後の懇親会出席率は 90%を越えているかと思います．

私が所属する他の学協会では，せいぜい50%ですから，すぐ

に居心地がよくなることは保証します．まだ未入会の方は，

是非本研究会へのご入会を検討ください． 

 さて，「1 頭のライオンに率いられた 100 頭の羊の群と，

1 頭の羊に率いられた 100 頭のライオンの群とではどちら

が強いか」といった議論があります．私自身にはその答えは

ありませんが，「1頭のライオンに率いられた100頭の羊の

群」の方が強いと考える方が多いのではないしょうか．しか

し，「1 頭の羊に率いられた100頭のライオンの群」が勝つ

ことがあります．項羽と劉邦の例にみるように，だらしない

大将の下での方がみなが危機感をおぼえ，しっかりと働き，

最後には勝つということがあります．本研究会も，草食系の

だらしない会長の下でも，しっかりと機能する研究会です（草

食系が悪いというわけではありません，念のため）． 

 とはいえ，強いリーダーシップの代わりとなるものは必要

製品類，部品類などの最終加工は加飾処理である．工業製品を「商品」として価値あるものに仕上げるのは，加飾技術である．近年，環

境に優しく，あらゆる負荷が小さい加飾技術が求められている．我々は，社会の要請に対して真摯に取り組み，優れた加飾技術について

調査・研究・開発等を積極的に進め，社会・経済発展に寄与すべく加飾技術研究会の活動を展開するものである． 
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です．それは会の方向性を示すビジョンです．幹事会のメン

バーが肉食系らしい議論を重ね，加飾技術研究会のビジョン

ができあがりました．メンバーの皆様には，いろいろとご意

見もあるかと思います．ご自身が肉食系だろうと草食系だろ

うと関係なく，是非ご意見をお聞かせください（できればま

ずは懇親会の際に）． 
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

                 に参加します 
（副会長 桝井捷平） 

加飾技術研究会は，加飾技術などについてたくさんの企業

が出展する「コンバーティングテクノロジー総合展２０１８」

に参加します． 

 詳細は， 

http://www.convertechexpo.com/event.html#a04 

を参照ください． 

 ２月１４日から１６日の日程で，ビッグサイトで開催され

ます．３R—０３ブースです．みなさま，ぜひご来場ください． 

  

 

 みなさま最もご興味あるのは３次元表面加飾技術展かもし

れません．HPの紹介部分を転記します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加飾技術研究会ブース，３R—０３ 

 加飾技術研究会ブースでは，弊会会員企業の協力出展も準

備しております．会員各社の技術・製品などもご紹介してお

りますのでお立ち寄りください． 

 

加飾技術・コンバーティング技術相談 

 研究会のブースでは，コンバーティングテクノロジーの無

料相談も行います．本総合展の期間は，随時研究会事務局，お

よび桝井捷平副会長が対応しておりますのでお立ち寄りくだ

さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチック加飾技術の最新動向 

 弊会副会長桝井捷平氏によるセミナーが開催されます． 

タイトル：「プラスチック加飾技術の最新動向」 

スケジュール：２月１５日，１０時３０分〜１１時１５分 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=--=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

加飾技術研究会に入会ください 

（代表理事 平野輝美） 

加飾技術研究会のお誘い 

 加飾技術研究会に入会ください．弊会は，会員皆様の活動

を支援し，会員相互の懇親と連携構築を志向します．研究会

と懇親会を継続的に開催します． 

 まずは，ご参加ください． 

 

加飾技術研究会のサイト 

 弊会の定款，そして入会のご案内，加飾技術研究会の紹介

資料，入会申込書など，加飾技術研究会のサイトから入手い

た だ く こ と が で き ま す ．（ ト ッ プ ペ ー ジ ：

http://kasyoku.org/KASYOKU/TOP.html） 

 随時最新情報を掲載してまいります． 

 

アーカイブには加飾技術関連資料を集積します 

 加飾技術研究会のサイトには，会員専用のアーカーブペー

ジを準備しております．ここには会員の皆様や，その他書籍

などの資料を集積しております． 

 会員の皆様にご議論いただくための研究会や見学会なども

準備しております．

これから鋭意集積を

進めてまいります．

ぜひ，多くの方々に

会員となって，ご参

加いただきたくお願

いいたします． 

 

会員の交流を図る

ため研究会を開催し

ます 

 加飾に関する業務



 

 

を行っている企業の方々や，ユーザーや販売等に携わってい

る方，資材供給の方々など，お互いの知見を共有して連携を

構築していくことも大切であると思います．このような連携

の中から，新たなアイデアや製品や商品が創造されるでしょ

う．コストではなく，大きな収益を与えてくれるようなブル

ーオーシャンを創造しましょう． 

 

入会のおすすめ 

 加飾に関する業務を行っている企業の方々，しかしながら

異業種であるような多くの方々，製品や商品を使う方々，そ

して皆様の世代を超えた交流の場として，ぜひ加飾技術研究

会にご参加ください． 

Ｇｏｏｇｌｅで「加飾技術研究会」として検索するとトップ

に表示されます．ぜひ，入会をご検討ください． 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

加飾技術研究会の一般社団法人化 
（代表理事 平野輝美） 

加飾技術研究会は，現時点では任意団体です．よって，法人

格を有していません．このため，社会的な対応に制限があり

ます．一例として，事務所を賃貸することができません．契約

自体，その主体になり得ないのです．例えばホームページな

どについても，契約できないので仮住いです． 

 これらの環境を改善すべく，加飾技術研究会の一般社団法

人化を進めております． 

 第９回定時総会でご紹介させていただきましたが，実務的

に準備を進めております． 

 第１０回定時総会では，詳細をご報告することができるよ

うに準備しております．ご期待ください． 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=--=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

「プラスチック加飾技術」の最近の動向と今
後の展開（２０１８年版） 
MTO 技術研究所 桝井捷平 著 

（代表理事 平野輝美） 

プラスチック加飾技術の最新動向

と今後の展開 

 本書は，弊会副会長 桝井捷平氏

が長年にわたって調査してきた加飾

技術の現状をまとめたものです．最

近のプラスチック加飾技術について，広い範囲にわたる膨大

な事例と技術を紹介しています． 

 多くの具体的なサンプルと，その写真を紹介しています．

添付CD にカラー画像を記録しましたので，わかりやすくお

読みいただくことができます． 

 プラスチックに関する加飾技術全般にご興味をお持ちの方，

ぜひご参照ください． 

 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

加飾と価値創造 
（代表理事 平野輝美） 

経済活動における付加価値は，労働の成果である給与（人件

費）＋利潤＋その他経費などの合計となります．すなわち，雇

用の成果として地域経済に供給される給与は，“付加価値”な

のです．デフレ経済に慣れた日本経済では，販売価格を下げる

ために激烈に競争して，その結果，付加価値も下げてしまった

のではないでしょうか． 

 付加価値を創造して，商品価値を向上し，かつ高い値段で販

売すること，このような状況を考えてみましょう．実は，高く

販売すると，みなさまが満足します．商品を購入した方は，そ

の価格で納得して購入しますので，

満足するでしょう．製造者・販売者は

十分な利幅を確保できたので，満足

するでしょう． 

 このような状況を作り出すために

は，評価に耐えるだけの十分な価値

創造が欠かせません．加飾技術研究

会では「加飾と価値創造」をまとめました．加飾技術の概要を

紹介し，それを活用して価値創造を提案しています． 

 価値を創り出して，満足を創造しましょう． 

ＩＳＢＮ：978-4-9905828-4-5，加飾と価値創造，２０

００円（税別），２０１５年３月． 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

研究会活動計画 
事務局 

第２６回研究会 

日時：２０１８年２月１３日（火） 

場所：北トピア，１５階 ペガサスホール 

（東京都北区王子一丁目１１−１，JR 京浜東北線王子駅徒歩

３分） 

１４時１０分 自動車内装加飾技術の概要と今後の動向 

（加飾技術研究会 顧問 伊藤氏） 

１５時３０分 ホットスタンプ加工と新３D 加飾技術のご提

案（カタニ産業株式会社 岡部氏） 



 

 

１６時３０分 会社紹介：パナック株式会社（水村氏） 

１７時 懇親会 

 

第１０回定時総会と第２７回研究会 

日時：２０１８年５月２３日 

場所：東京都中小企業振興公社会議室 

（東京都中央区銀座 2-10-18，中小企業会館） 

１３時３０分 第１０回定時総会（２０１７年度） 

１５時 価値創造と加飾技術—加飾技術による価値

創造の一試案—（平野輝美代表理事） 

１６時 企業紹介１ 

１６時３０ 企業紹介２ 

１７時 懇親会 

 

第２８回研究会 

日時：９月（予定） 

場所：北トピア，１５階 ペガサスホール 

（東京都北区王子一丁目１１−１，JR 京浜東北線王子駅徒歩

３分） 

詳細は未定です． 

 

第２9 回研究会 

日時：２０１８年１１月（予定） 

 

第３０回研究会 

日時：２０１９年２月（予定） 

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

幹事会から 

加飾技術研究会では４回／年の研究会を継続的に開催し，さ

らに各種展示会の調査研究や，書籍発行など積極的に進めてお

ります． 

 これらの業務を継続して行くには，マンパワーを確保するこ

とが大切になります．現在のところ，前田会長，桝井副会長，

伊藤顧問，大薗事務局，平野にて実施しておりますが，今後の

ことを考えて，ぜひ皆さまご支援いただける方を募集させてい

ただきたくお願いいたします． 

 

今後，日帰り工場・現場見学ツアー（特別例会）のような，

みなさまに随時ご参加いただくようなイベントや，展示会出展

などの支援業務などなど，増えて行くことが想定されます．ぜ

ひ，我こそは・・・と思う諸氏，スタッフ業務を支援いただき

たくよろしくお願いいたします． 

 

 
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

編集後記 

２０１８年は戌年です．相場の格言を紹介しましょう． 
「辰巳天井，午尻下がり，未辛抱，申酉騒ぐ，戌笑い，亥固ま

る，子は繁栄，丑つまずき，寅千里を走り，卯跳ねる」 

格言では，今年，戌年は，笑うことになっています．申酉騒ぐ

が継続するのではなく，笑うことになるように期待しましょう． 
 加飾技術研究会は，再起動して３年目に入ります．申酉騒ぐ

２年間で，たくさんの方の参加を得ることができました．本年

は，さらに「笑う」べく，頑張ってまいります．みなさま，よ

ろしくお願いいたします． 
 

加飾技術研究会 
会長：前田秀一，事務局：大薗剣吾 
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加飾技術研究会事務所紹介：株式会社GGK内にて活動させ

て頂いております．ご入会申し込み，質問，その他何でも，メールにてお
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地図を載せます．右端の駅が新橋です．上が東京駅方向です．近くまでお
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